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北本市第一期障害児福祉計画策定のためのアンケート調査結果報告書 

 

【調査概要】 

１調査目的 

 北本市第五期障害福祉計画及び第一期障害児福祉計画の策定の基礎資料とするため、障害児通所支援

及び障害福祉サービスの利用者を対象としたアンケート調査を実施。 

 

２調査対象 

 障害児通所支給支援利用者    １０２名 

 障害福祉サービス利用者       ５名（１８歳未満。障害児通所支援との重複除く。） 

（平成 29年 8月 1日（火）時点） 

 

３調査時期 

 平成 29年 8月 5日（土） ～ 8月 21 日（月） 

 

４調査方法 

 全対象者に対し、郵送配布・郵送回収により調査を実施した。 

 

５回収状況 

 対象者 有効回収数 有効回収率 

107 58 54.2% 

 

６調査項目 

中項目  小項目 問 

基本的な属性 

調査票記入者 問１ 

性別・年齢 問２ 

同居者 問３ 

障がいの状況 

身体障害者手帳等級 

問４ 

身体障害の種類 

療育手帳等級 

精神障害者保健福祉手帳等級 

自立支援医療受給者証（精神通院） 

医師から診断を受けているもの 

障害福祉サービス等の障害児支援区分 

あてはまるものがない（自由回答） 

コミュニケーション能力の程度 問５ 

疾患の種類について 問６ 
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介助・援助の状況 主な介助・援助者 問７ 

外出や社会参加の状況 

外出の頻度 問８ 

外出するときの支援の必要性 問９ 

社会参加の状況 問１０ 

今後の社会参加の希望 問１１ 

社会参加するときの支援の必要性 問１２ 

医療や健康管理の状況 

医療的ケアの状況 問１３ 

医療的ケアの程度 問１４ 

健康管理や医療についての支援の必要性 問１５ 

日中の過ごし方 

日中の過ごし方 問１６ 

幼稚園等の利用状況 問１７ 

幼稚園等での支援の必要性 問１８ 

学校教育に望むこと 問１９ 

相談や情報入手について 障がい福祉サービスなどの情報の入手先 問２０ 

福祉サービス等について 

児童発達支援の利用状況と利用希望 

問２１ 

医療型児童発達支援 〃 

居宅訪問型児童発達支援の利用希望 

放課後等デイサービスの利用状況と利用希望 

保育所等訪問支援 〃 

短期入所 〃 

障害児相談支援 〃 

福祉型障害児入所支援 〃 

医療型障害児入所支援 〃 

その他の福祉サービス 〃 

差別などに 

ついて 

差別や人権侵害の状況 問２２ 

具体的な内容（自由回答） 問２３ 

成年後見制度を知っているか 問２４ 

今後の成年後見制度の活用希望 問２５ 

将来の希望等に 

ついて 

今後、希望する日中の過ごし方 問２６ 

近い将来、希望する暮らし方 問２７ 

行政への要望等 意見・要望等（自由回答） － 
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【調査結果】 

１ 基本的な属性                                          

 

問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

 

 「母」が 89.7％、「父」が 6.9％、「両親以外の家族」と「その他の方」がそれぞれ 1.7％である。 

項目 回答数 構成比 

母 52 89.7% 

父 4 6.9% 

両親以外の家族 1 1.7% 

その他の方 1 1.7% 

合計 58 100.0% 

 

問２ お子さんの性別と年齢（８月 1日現在）をおこたえください。（○は１つ） 

 

 男の子が 74.1%、女の子が 25.9%である。 

 

また、年齢では「0～6歳」が 32.8%、「7～12 歳」が 27.6%、「13～15 歳」が 29.3%、「16～18 歳」が 8.6%

である。 

 

 

 

 

 

43 

74%

15 

26%

男女比

男

女

32.8%

27.6% 29.3%

8.6% 1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

年齢構成

0～6歳 7～12歳 13～15歳 16～18歳 無回答

19        16       17     5 1 



4 

 

問３ お子さんはどなたといっしょに暮らしていますか。（○はいくつでも） 

 

「おとうさん、おかあさん」と暮らしているが96.6%で最も多く、次いで「きょうだい、しまい」が50.0%、

「おじいさん、おばあさん」が 17.2%、「その他親せき」と「その他」がそれぞれ 1.7%である。 

 

ｎ＝58 

 

  

おとうさ

ん、おかあ

さん

おじいさ

ん、おばあ

さん

きょうだ

い・しまい

その他の親

せき

その他

（

）

回答数 56 10 29 1 1

構成比 96.6% 17.2% 50.0% 1.7% 1.7%

0

10

20

30

40

50

60

回
答
数
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２ 障がいの状況 

 

問４ お子さんは、障がい者に関する手帳又は受給者証をお持ちですか。また、医師から診断を受けて

いるもの、障害福祉サービス等の障害児支援区分で、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

 

 手帳所持者では、「療育手帳」の所持者が全体の 67.2%と多く、次いで「身体障害者手帳」が 27.6%、「精

神障害者保健福祉手帳」が 6.9%である。また、それ以外の状況では、「発達障害の診断を受けているもの」

が 37.9%、「難病」が 17.2％、発達支援会議などにより療育の必要性が認められたものを含む「あてはま

るものがない」が 10.3%である（重複あり）。 

 

ｎ＝58 

 

 

「発達障害」内訳 

・自閉症 

・言語発達遅延 

・広汎性発達障害 

・自閉症スペクトラム障害 

・アスペルガー、ＡＤＨＤ疑い 

「難病」内訳 

・筋ジストロフィー 

・結節性硬化症 

・ダウン症候群 

・腎不全 

・ソトス症候群 

「あてはまるものがない」内訳 

・てんかん 

・知的障害の疑い 

・発達支援会議 

  

身体障害

者手帳
療育手帳

精神障害

者保健福

祉手帳

自立支援

医療受給

者（精神

通院）

特定疾患

医療費
発達障害

高次脳機

能障害
難病

あてはま

るものが

ない

回答数 16 39 4 2 3 22 0 10 6

構成比 27.6% 67.2% 6.9% 3.4% 5.2% 37.9% 0.0% 17.2% 10.3%

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

回
答
数

障がいの状況
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身体障害者手帳等級の内訳は「1級」が 62.5%、「2級」が 6.3%、「3級」が 31.3%となっている。障害

の種類としては、「肢体不自由」が 58％で過半数を超えており、次いで「視覚障害」が 16％、内部障害

が「11％」の順である。 

 

 

 

 療育手帳の等級は、「○Ａ」が 38.5%、「Ａ」が 23.1%、「Ｂ」が 23.1%、「Ｃ」が 15.4%である。 

 

 

 精神障害者保健福祉手帳の等級は、「2級」と「3級」が 50.0%となっている。 

 

※ 障害児支援区分については有効回答数３件のみのため省略。 

62.5% 6.3%

31.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16

身体障害者手帳等級

1級 2級 3級 4級 5級 6級

視覚障害

3 

16%

聴覚・平衡

機能障害

1 

5%

肢体不自由

11 

58%

音声・言語・そ

しゃく機能障害

2 

10%

内部障害

2 

11%

身体障害の種類

38.5%

23.1% 23.1%

15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

39

療育手帳等級

○Ａ Ａ Ｂ Ｃ

0.0%

50.0% 50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4

精神障害者保健福祉手帳等級

１級 ２級 ３級

10            1      5 

15          9        9      6 

2                 2       
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問 5 コミュニケーション能力の程度をお答えください。（○はいくつでも） 

 

 コミュニケーション能力の程度としては、「ジェスチャー（手話を含む）による意思表示はできる」が

32.8%で最も多く、次いで「発語はない」が 27.6%、「日常会話はある程度できる」は 8.6%である。 

 ｎ＝58 

 

 

問６ 疾患の種類についてお答えください。（○はいくつでも） 

 

 疾患の種類については、「脳神経の疾患」が 32.8%と最も多く、次いで「視力に関する疾患」19.0%、「筋・

骨格に関する疾患」が 15.5%である。 

ｎ＝58 

 

発語はない

いくつかの言

葉は理解でき

る

言葉による意

思表示はある

程度できる

ジェスチャー

（手話を含

む）による意

思表示はでき

る

日常会話はあ

る程度できる
その他

回答数 16 3 0 19 5 2

構成比 27.6% 5.2% 0.0% 32.8% 8.6% 3.4%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

回
答
数

脳神経

系の疾

患

循環器

系の疾

患

呼吸器

系の疾

患

消化器

系の疾

患

代謝・

内分泌

系の疾

患

血液・

造血機

能の疾

患

腎臓・

泌尿器

系の疾

患

筋・骨

格系の

疾患

視力に

関する

疾患

聴力に

関する

疾患

染色体

異常

悪性新

生物
その他

回答数 19 5 2 1 2 1 3 9 11 3 7 1 4

構成比 32.8% 8.6% 3.4% 1.7% 3.4% 1.7% 5.2% 15.5% 19.0% 5.2% 12.1% 1.7% 6.9%

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

回
答
数

「その他」内訳 

・一方的な会話が多い 

・自ら話さない 

・言葉はしゃべるが 

理解はできない 

「その他」内訳 

・免疫欠乏症 
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３ 介助・援助の状況 

 

問 7 ふだん、お子さんを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

 

 主な介助者は、「おとうさん、おかあさん」が 94.8%で最も多く、「おじいさん、おばあさん」「その他」

「必要ない」がそれぞれ 1.7%である。 

 

 

  

94.8% 1.7%
1.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

おとうさん、おかあさん

おじいさん、おばあさん

その他

介助・援助している人がいない（必要ない）

55                 1 1 1 
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４ 外出や社会参加の状況 

 

問 8 お子さんは、どのくらい外出しますか。通園、通学、買い物、日常の散歩など、すべてを含めて

おこたえください。（○は１つ） 

 

 外出状況は、「週に 5日以上」が 94.8%、「週に３～４日」が 3.4%、「月に２～３日」が 1.7%である。 

 

 

 

問 9 お子さんが外出するときに困っていることがありますか。（○はいくつでも） 

 

外出するときに困っていることは、「電車やバスなどの交通機関を利用しづらい」が 43.1%最も多く、

次いで「他人の視線が気になる」が 41.4%、「他人との会話がむずかしい」が 39.7%となっている。 

 

 ｎ＝58 

 

「その他」の内訳 

・食事場所やおむつ交換のベッドがない。 

・子どもが突発的に動くのが止められない。 

・多動で目が離せない。 

・本人のこだわり。 

94.8% 3.4% 1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

週に５日以上 週に３～４日 月に２～３日

付き

添って

くれる

人がい

ない

他人と

の会話

がむず

かしい

他人の

視線が

気にな

る

必要な

とき

に、ま

わりの

人の手

助け・

配慮が

足りな

い

歩道が

狭く、

道路に

段差が

多い

道路に

放置自

転車な

どの障

害物が

多く、

歩きづ

らい

建物な

どに階

段が多

く、利

用しづ

らい

車を駐

車する

ところ

がない

気軽に

利用で

きる移

送手段

が少な

い

電車や

バスな

どの交

通機関

を利用

しづら

い

障がい

者用の

トイレ

が少な

い

その他

とく

に困っ

ている

ことは

ない

回答数 12 23 24 9 7 3 5 4 11 25 17 5 9

構成比 20.7% 39.7% 41.4% 15.5% 12.1% 5.2% 8.6% 6.9% 19.0% 43.1% 29.3% 8.6% 15.5%

0

5

10

15

20

25

30

回
答
数

55                 2 1 
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問 10 お子さんは、この１年くらいの間に、次のような活動をしましたか。（○はいくつでも） 

 

活動状況は「買い物」が 81.0%で最も多く、次いで「旅行」が 65.5%、「地域の行事やお祭り」55.2%と

なっている。 

ｎ＝58 

 

 

問 11 これから、どのような活動をして欲しいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

活動希望は、「スポーツやレクリエーション」が 75.9%で最も多く、次いで「旅行」が 63.8%、「地域の

行事やお祭り」が 60.3%となっている。 

ｎ＝58 

 

スポーツ

やレクリ

エーショ

ン

旅行 買い物

ボラン

ティア活

動

趣味など

のサーク

ル活動

講座や講

演会など

への参加

地域の行

事やお祭

り

その他

とくに

困ってい

ることは

ない

回答数 25 38 47 2 4 1 32 1 7

構成比 43.1% 65.5% 81.0% 3.4% 6.9% 1.7% 55.2% 1.7% 12.1%

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

回
答
数

スポーツ

やレクリ

エーショ

ン

旅行 買い物

ボラン

ティア活

動

趣味など

のサーク

ル活動

講座や講

演会など

への参加

地域の行

事やお祭

り

その他

とくに活

動はした

くない

回答数 44 37 31 8 20 7 35 3 2

構成比 75.9% 63.8% 53.4% 13.8% 34.5% 12.1% 60.3% 5.2% 3.4%

0

5

10

15

20
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30

35

40

45

50

回
答
数

「その他」の内訳 

・習い事 

・観劇やコンサート 
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問 12 問 11 のような活動をするためには、どのような条件が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 活動に必要な条件は、「活動する場所が近くにあること」と「障がいのある人に配慮した施設や設備が

あること」が 63.8％で最も多く、次いで「適切な指導者がいること」58.6%、「活動についての情報が提

供されること」56.9%となっている。 

 

 ｎ＝58 

 
「その他」の内訳 

・障害者向けの演劇やコンサートの開催 

 

  

活動につ

いての情

報が提供

されるこ

と

いっしょ

に行く仲

間がいる

こと

活動する

場所が近

くにある

こと

外出のた

めの手段

が確保さ

れている

こと

魅力的な

内容であ

ること

適切な指

導者がい

ること

障がいの

ある人に

配慮した

施設や設

備がある

こと

介助者・

援助者が

いること

その他
とくにな

い

回答数 33 23 37 21 28 34 37 31 1 2

構成比 56.9% 39.7% 63.8% 36.2% 48.3% 58.6% 63.8% 53.4% 1.7% 3.4%
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５ 医療や健康管理の状況 

 

問 13 お子さんは、現在、次のような医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

 

 医療的ケアの状況は、「医療的ケアは受けていない」が 44.8%で最も多く、次いで「服薬管理」が 32.8%、

「その他の医療的ケア」が 12.1%となっている。 

  

ｎ＝58 

 

 

問 14 医療的ケアを必要とする程度をお答えください。（○は１つ） 

 

 医療的ケアの程度は、「必要なし」が 51.7%で最も多く、次いで「1 日に数回」が 22.4%、「ひと月に数

回」が 6.9%となっており、「未回答」が 12.1％である。 

 

 

医療的ケ

アは受け

ていない

服薬管理 透析

ストマ

（人工肛

門・人工

膀胱）

カテーテ

ル留置

胃ろう・

腸ろう
在宅酸素 吸入 吸引

その他の

医療的ケ

アを受け

ている

回答数 26 19 0 0 0 1 0 2 2 7

構成比 44.8% 32.8% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 0.0% 3.4% 3.4% 12.1%
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5.2% 0.0%

22.4%

6.9%

51.7%

1.7% 12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

58

常時、医療的ケアを必要とする

２～３時間に１回程度の医療的ケアを必要とする

１日に数回の医療的ケアを必要とする

ひと月に数回の医療的ケアを必要とする

必要なし

その他

未回答

「その他」の内訳 

・言語療法 

・迷走神経刺激装置 

・リハビリ 

・浣腸による排せつ 

・ペースメーカー 

3      13       4             30            1   7 



13 

 

問 15 健康管理や医療について、困ったり不便に思ったことがありますか。（○はいくつでも） 

 

 医療や健康管理で困ったことは、「専門的な治療を行う医療機関がない（近くにない）」が 37.9%で最も

多く、次いで「医療機関と福祉や教育分野との連携が不十分」が 36.2%、「医療スタッフ（医師、看護師

など）の障がいに対する理解が不十分」と「受診手続きなど、障がいのある人への配慮が不十分」がそれ

ぞれ 22.4%となっている。 

 

ｎ＝58 

  

とくに

困った

ことは

ない

近所に

診てく

れる医

者がい

ない

専門的

な治療

を行う

医療機

関がな

い

通院や

健康診

断のと

きに付

き添い
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い

往診を

頼める

医者が

いない

歯科診

療を受

けられ

ない
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に健康

診断を

受けら

れない

障がい

のため

に症状

が正確

に伝わ

らず、

必要な

治療が

受けら

れない

医療ス

タッフ

（医

師、看

護師な

ど）の

障がい

に対す

る理解

が不十

分

受診手

続きな

ど、障

がいの

ある人

への配

慮が不

十分

医療機

関のあ

る建物

が障が

いのあ

る人に

配慮し

た構造

になっ

ていな

い

医療機

関と福

祉や教

育分野

との連

携が不

十分

その他

回答数 11 11 22 7 7 7 1 10 13 13 10 21 0

構成比 19.0% 19.0% 37.9% 12.1% 12.1% 12.1% 1.7% 17.2% 22.4% 22.4% 17.2% 36.2% 0.0%

0

5

10

15

20

25

回
答
数
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６ 日中の過ごし方 

 

問 16 お子さんが、平日（月曜日～金曜日）の日中を主にどのように過ごしていますか。（○は１つ） 

  

 日中の過ごし方については、「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 86.2%で最も多く、次いで

「福祉施設、作業所などに通っている」が 6.9%、「入院・入所している施設や病院などで過ごしている」

と「自宅にいることが多い」がそれぞれ 3.4%である。 

 

 

 

問 17 お子さんは、次のような施設を利用したこと(している)がありますか。また、今後、利用した

いですか。（○はいくつでも） 

 

 利用状況は、「幼稚園」が 44.8%で最も多く、次いで「保育所」が 36.2%、「放課後児童クラブ」が 31.0％

となっている。 

 

 ｎ＝58 

 

86.2% 6.9% 3.4% 3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

幼稚園や保育園、学校などに通っている

福祉施設、作業所などに通っている

入院・入所している施設や病院などで過ごしている

自宅にいることが多い

1．幼稚園 2．保育所（園） 3．認定こども園

4．放課後児童健

全育成事業「放課

後児童クラブ」

5．その他

回答数 26 21 3 18 1

構成比 44.8% 36.2% 5.2% 31.0% 1.7%

0

5

10

15

20

25

30

回
答
数

利用したことがある

50                 4 2 2 
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 利用希望については、「保育所」と「放課後児童クラブ」が 8.6%が最も多く、「幼稚園」が 6.9%、「認定

こども園」が 1.7%である。 

 

 

問 18 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

 

 学校等で困っていることは、「とくに困っていることがない」が 36.2％で最も多く、次いで「先生がお

子さんのことをよくわかってくれない、気配りがたりない」と「まわりの児童・生徒たちが障がいのこと

をよくわかってくれない」がそれぞれ 20.7%となっている。 

 ｎ＝58 

 

1．幼稚園 2．保育所（園） 3．認定こども園

4．放課後児童健

全育成事業「放課

後児童クラブ」

5．その他

回答数 4 5 1 5 0

構成比 6.9% 8.6% 1.7% 8.6% 0.0%

0

1

2

3

4

5

6

回
答
数

今後利用したい

通うのが

たいへん

トイレな

どの施設

が使いに

くい

手助けし

てくれる

人が少な

い・いな

い

先生がお

子さんの

ことをよ

くわかっ

てくれな

い、気配

りがたり

ない

まわりの

児童・生

徒たちが

障がいの

ことをよ

くわかっ

てくれな

い

友だちが

できない

普通学級

に入れて

もらえな

い

医療的な

ケア（吸

入・導入

など）が

受けられ

ない

その他

とくに

困ってい

ることは

ない

回答数 10 4 9 12 12 10 4 0 4 21

構成比 17.2% 6.9% 15.5% 20.7% 20.7% 17.2% 6.9% 0.0% 6.9% 36.2%

0

5

10

15

20

25

回
答
数

「その他」の内訳 

・受け入れ先がない  

・保育所で短時間保育しか利用できなかった 

・近くに学校がない 

・学区外のため親が送迎していること 
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問 19 学校教育に望むことはどのようなことですか。（○はいくつでも） 

 

 学校教育に望むことは、「能力や障がいの状況にあった指導をしてほしい」が 63.8%で最も多く、次い

で「個別指導を充実してほしい」が 48.3%、「就学相談や進路相談など、相談体制を充実させてほしい」

が 46.6%となっている。 

 

 ｎ＝58 

 
「その他」の内訳 

・専門員を配置してほしい 

・支援学級を指導する先生の育成が追いついていない 

・近くに支援学校がほしい 

・知的と情緒障害で指導方法を区別してほしい 

  

１ 就

学相談や

進路相談

など、相

談体制を

充実させ

てほしい

２ 能

力や障が

いの状況

にあった

指導をし

てほしい

３ 施

設、設

備、教材

を充実し

てほしい

４ 個

別指導を

充実して

ほしい

５ 普

通学級と

の交流の

機会を増

やしてほ

しい

６ 障

がいの状

況にかか

わらず、

普通学級

で受け入

れてほし

い

７ 福

祉や医療

の分野と

連携を

図ってほ

しい

８ そ

の他

（

）

9 とく

に望むこ

とはない

回答数 27 37 21 28 18 9 26 4 3

構成比 46.6% 63.8% 36.2% 48.3% 31.0% 15.5% 44.8% 6.9% 5.2%

0

5

10

15

20

25

30

35

40

回
答
数
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７ 相談や情報の入手について 

 

問 20 お子さんのことで悩みごとや心配ごとがあるとき、家族や親せき以外に、どのようなところに

相談していますか。（○はいくつでも） 

 

 相談先は、「同じ悩みをもつ子の保護者」が 60.3%と最も多く、次いで「幼稚園・保育園・学校の先生

や職場の仲間」が 58.6％、「病院・診療所」51.7％となっている。 

 

 ｎ＝58 

 
 

 

 

  

市役

所の

福祉

相談

窓口

相談

支援

事業

所

病

院・

診療

所

児童

相談

所

保健

セン

ター

（保

健師

な

ど）

民生

委

員・

児童

委員

身体

障害

者相

談

員・

知的

障害

者相

談員

児童

発達

支援

セン

ター

福祉

施設

や作

業所

の職

員

幼稚

園・

保育

園・

学校

の先

生や

職場

の仲

間

市社

会福

祉協

議会

の職

員

同じ

悩み

をも

つ子

の保

護者

友

人、

知人

イン

ター

ネッ

トの

相談

サイ

トや

掲示

板

その

他

だれ

にも

相談

して

いな

い

回答数 10 24 30 1 2 2 0 15 4 34 0 35 13 6 1 5

構成比 17.2% 41.4% 51.7% 1.7% 3.4% 3.4% 0.0% 25.9% 6.9% 58.6% 0.0% 60.3% 22.4% 10.3% 1.7% 8.6%

0

5

10

15

20

25

30

35

40

回
答
数

「その他」の内訳 

・女性相談窓口 
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８ 福祉サービス等について 

 

問 21 お子さまは、次のような福祉サービスを利用したこと(している)がありますか。また、今後、

利用させたいですか。該当項目は、利用頻度もお答えください。 

 ｎ＝58 

 

 福祉サービスの利用状況は、「児童発達支援」が 70.7%で最も多く、次いで「放課後等デイサービス」

67.2%、「保育所等訪問支援」が 29.3%となっている。 

 
 

 福祉サービスの利用希望は、「放課後等デイサービス」と「短期入所（福祉型）」が 19.0%と最も希望が

多く、次いで「短期入所（医療型）」が 8.6%となっている。 

 

１．児童

発達支援

２．医療

型児童発

達支援

４．放課

後等デイ

サービス

５．保育

所等訪問

支援

６．短期

入所

（ショー

トステ

イ）福祉

型

短期入所

（ショー

トステ

イ）医療

型

７．障害

児相談支

援

８．福祉

型障害児

入所支援

９．医療

型障害児

入所支援

10．その

他の福祉

サービス

回答数 41 4 39 17 9 4 34 2 0 3

構成比 70.7% 6.9% 67.2% 29.3% 15.5% 6.9% 58.6% 3.4% 0.0% 5.2%

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

回
答
数

利用したことがある

１．児

童発達

支援

２．医

療型児

童発達

支援

３．居

宅訪問

型児童

発達支

援

４．放

課後等

デイ

サービ

ス

５．保

育所等

訪問支

援

６．短

期入所

（ショ

ートス

テイ）

福祉型

短期入

所

（ショ

ートス

テイ）

医療型

７．障

害児相

談支援

８．福

祉型障

害児入

所支援

９．医

療型障

害児入

所支援

10．そ

の他の

福祉

サービ

ス

回答数 1 1 0 11 1 11 5 6 3 1 4

構成比 1.7% 1.7% 0.0% 19.0% 1.7% 19.0% 8.6% 10.3% 5.2% 1.7% 6.9%

0

2

4

6

8

10

12

回
答
数

今後利用したい

「その他」の内訳 

・行動援護 

・生活サポート、移動支援事業 

・言葉の教室など 

・児童心理治療施設 
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９ 差別などについて 

 

問 22 障がいがあることで、差別や人権侵害を受けていると感じることはありますか。（○は１つ） 

 

 差別や人権侵害を感じたことがあるという状況は、「ほとんどない」が32.8%、「たまに感じる」が37.9%、

「いつも感じる」が 17.2%、「わからない」が 8.6％、「未回答」が 3.4%である。 

 

 

 

問 23 具体的には、どのようなときに、差別や人権侵害を受けていると感じますか。（自由記入） 

※要約して抜粋 

回答内訳 

・小さい子に避けられた。過剰に反応された 

・大きな声で騒いだ時に周囲の人に注目される。医療機関での対応。 

・入園や学校入学などの教育面 

・確定診断がないのに自閉症だと決めつけられる発言をされる 

・先生などの教育者の言動 

・難病であるため保育所等の受け入れに時間がかかった 

・バスに乗った時などに小さな声で「バカ」などと言われた。 

・公立の保育所の短時間保育でしか受け入れてもらえなかったこと。 

・奇異な目で見られる。 

・幼稚園で短時間保育しか利用できなかった。 

・保育所で短時間保育しか利用できなかった。 

・保育所で入所や利用等に制限があった。 

・大きな声を出したときに見られる。 ・兄弟で同じ幼稚園・保育所に入れない。 

・保育所の入所手続きや説明時の対応。 ・危害を加えたわけでもないのに注意された。 

・地域の行事に参加できない。ファミレス等の利用を断られる。 

・通学手段のない学校への入学が難しい 

・いじめを学校でうまく対応できず、不登校になったことがある。 

・障害児の世話のため地域の人とのコミュニケーションが取れない 

・同年代の人から何か言われる。 ・病院での対応が悪かった 

・距離をおかれる。 ・保育所入所や低年齢での療育が利用できないこと。 

32.8%

37.9% 17.2%

8.6%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

ほとんどない たまに感じる いつも感じる わからない 未回答

19            22        10    5  2 
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問 24 成年後見制度とは、知的障がいや精神障がいなどの理由により、判断能力が十分でない方の財

産などの権利を守る制度です。あなたは、成年後見制度について知っていますか。（○は１つ） 

 

 成年後見制度の認知は、「内容まで知っている」が 27.6%、「名前だけ知っている」が 58.6%、「知らな

い」が 13.8%であった。 

 

 

 

問 25 将来、お子さんに対して、成年後見制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

 

 成年後見制度の活用希望は、「いまは必要ないが、将来必要になったら活用したい」が 74.1%、「活用し

たいと思わない」「未回答」がそれぞれ 1.7%、「わからない」が 22.4%となっている。 

 

 

 

  

27.6%

58.6% 13.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

内容まで知っている 名前だけ知っている 知らない 未回答

0.0%

74.1%

1.7% 22.4% 1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

58

すでに活用している

いまは必要ないが、将来必要になったら活用したい

活用したいと思わない

わからない

未回答

16                 34             8 

43               1   13    1 
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10 将来の希望等について 

 

問 26 将来的（高等学校や特別支援学校の卒業後を想定）にお子さんにはどのように日中を過ごして

欲しいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

将来の日中活動の場の希望は、「一般企業などでの就労は難しいと思うが働いて欲しいので、施設内で

就労したり、生産活動をしながら過ごして欲しい（就労継続支援）」が 56.9%で最も多く、次いで「一般

企業などで働いて欲しい」が 36.2%、「施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定着のため

の支援を受けて欲しい（就労移行支援）」が 34.5%となっている。 

 

ｎ＝58 

 

自宅での

んびり過

ごして欲

しい

一般企業

などで働

いて欲し

い

一般企業

などでの

就労は難

しいと思

うが働い

て欲しい

ので、施

設内で就

労した

り、生産

活動をし

ながら過

ごして欲

しい（就

労継続支

援）

施設や企

業で作業

や実習な

どを行

い、職場

探しや職

場定着の

ための支

援を受け

て欲しい

（就労移

行支援）

自立した

日常生活

ができる

よう、一

定期間、

身体機能

や生活能

力向上の

ために必

要な訓練

を受けて

欲しい

（自立訓

練）

医療機関

で、機能

訓練、看

護、介

護、日常

生活の世

話などを

受けなが

ら過ごて

欲しい

（療養介

護）

施設で、

入浴、排

せつ、食

事の介護

を受けな

がら、創

作的活動

などを

行って欲

しい（生

活介護）

創作活動

や社会と

の交流な

どを行っ

たりする

ところで

過ごして

欲しい

（地域活

動支援セ

ンター）

その他
わからな

い

回答数 0 21 33 20 18 2 14 7 0 4

構成比 0.0% 36.2% 56.9% 34.5% 31.0% 3.4% 24.1% 12.1% 0.0% 6.9%

0

5

10

15

20

25

30

35

回
答
数
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問 27 将来的にお子さんにはどのように暮らして欲しいですか。（○は１つ） 

 

 将来的な生活の場の希望は、「グループホームのようなところで暮らして欲しい」が 34.5%、「自宅で家

族と暮らしてほしい」が 24.1%、「自立してアパートやマンションを借りるなどして暮らして欲しい」が

20.7%、「障害者入所施設等で暮らして欲しい」が 6.9%、「わからない」が 8.6%、「その他」が 3.4%、「未

回答」が 1.7%となっている。 

 

 

 

「その他」の内訳 

自宅で家族と暮らし、家族が介護できない状態になったら施設で暮らして欲しい。 

親亡き後に安心して生活できるところ 

  

24.1%

20.7% 34.5%

6.9% 3.4%

8.6%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

58

自宅で家族と暮らしてほしい

自立してアパートやマンションを借りるなどして暮らして欲しい

グループホームのようなところ（介護や支援、見守りがある少人数の共同

生活の場）で暮らして欲しい

障害者入所施設等で暮らして欲しい

その他

わからない

未回答

14        12         20      4 2  5 1 
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11 行政への要望等 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望

などがありましたら、ご自由にお書きください。（自由記入） 

 ※意見や要望のみを要約して抜粋 

【障害福祉サービスにかかる要望・意見】 

・障害者の高校卒業後の居場所をつくってほしい。他２件 

・肢体不自由や医療的ケアを要する者が利用できる施設が近隣にない。 

・発達支援センターでの児童発達支援の内容が不十分。言葉の発達を促す事業が欲しい。 

・グループホーム等の福祉施設が不足している。他２件 

・短期入所の受け入れ先が少ない。他３件 

・事業の受け皿となる社会福祉法人が少ない。 

・サービスの手続きが煩雑。他１件 

・親亡き後のグループホームが必要。 

・生活介護等の施設を増やして欲しい。他１件 

・利用料の負担上限月額を下げて欲しい。 

【就労にかかる要望・意見】 

・学校卒業後の就労先を市内につくってほしい。 

【教育や保育にかかる要望・意見】 

・保育所入所に係る就労条件が障害者の親も健常児と同様なのが厳しい。 

・大阪府にある大空小学校のような学校が理想。・市内に支援学校がほしい 

・障害児保育でも通常どおり預かって欲しい。 

・支援学校に入学した場合、地域とのつながりが薄い。・中学校卒業後の進路選択に力を入れて欲しい 

【医療にかかる要望・意見】 

・病院に受診させる際に気後れしてしまう。・病院によって障害児の受診対応が悪い。 

・重度医療を市外の医療機関も現物給付にしてほしい。 

【バリアフリーにかかる要望・意見】 

・障害者駐車場の後方にもスペースを設けて欲しい。 

・思いやり駐車場制度を導入してほしい。 

・北本駅東口駐車場に障害者用駐車場を確保してほしい 

【その他の要望・意見】 

・親亡き後など将来に希望が持てず不安。・窓口で待たされるのが気になる 

・障害のある人の豊かな生活という視点を持ってほしい。 

・当事者と関係者が協議できる場が欲しい。 

・障害者のおむつ助成を充実させてほしい。 

・対人関係をサポートする制度が欲しい。・明るい未来が見えない。 

・子どもにとって必要な支援が受けられていない。 

・障害に対しての理解が足りない。・地域住民に理解してもらえない。 
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福祉
ふ く し

についてのおたずね 

◎ 調 査
ち ょ う さ

ご協 力
き ょ う り ょ く

のお願
ね が

い  ◎ 

 みなさまには、日
ひ

ごろから本市
ほ ん し

の行政
ぎょうせい

運営
う ん え い

にご協力
きょうりょく

とご理解
り か い

をいただき、厚
あつ

くお礼
れい

申
も う

し上
あ

げます。 

 さて、本市
ほ ん し

ではは、障
しょう

でがいのあ 方々
かたがた

での福祉
ふ く し

でをりりいそうう充実
じゅうじつ

でさせ た 、「北本市
き た も と し

第五期
だ い ご き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
け い か く

で 

第一期
だ い い ち き

障害児
し ょ う が い じ

福祉
ふ く し

計画
け い か く

」の策定
さ く て い

に取
と

り組
く

んはおります。 

 つきましては、障害児通所
し ょ う が い じ つ う し ょ

支援
し え ん

等
と う

でを利用
り り う

です 障
しょう

でがい児
じ

での保護者
ほ ご し ゃ

での皆様
みなさま

でから、ご意見
い け ん

でごご要望
り う ぼ う

でなををお聞
き

でかせ

願
ねが

いたく、このアンケートを行
おこな

うことにしました。 

 このアンケートにはお名前
な ま え

を書
か

く必要
ひ つ り う

はありません。みなさまからのご回答
か い と う

は、コンピュータにりり、統計的
と う け い て き

に処理
し ょ り

を

し、秘密
ひ み つ

の保護
ほ ご

には細心
さ い しん

の注意
ち ゅ う い

を払
はら

い、個人
こ じ ん

ごとの公表
こうひょう

はしませんのは、ご迷惑
 い わ く

をおかけす ことはありません。 

 お忙
いうが

しいところ恐縮
きょうしゅく

はすが、アンケートの趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

のうえ、率直
うそちょく

なご意見
い け ん

、ご要望
り う ぼ う

なををお聞
き

かせくださいます

りうお願
ねが

いいたします。 

平成
へいせい

29年
ねん

8月
がつ

 

北本
き た も と

市長
し ち ょ う

 現王
げんの う

園
ぞの

で孝
たか

昭
あき

 

 ご記入
き に ゅ う

が終
お

わりましたら、同封
を う ふ う

の返信用
へ ん しん り う

封筒
ふ う と う

に入
い

れ、 

８月
がつ

21日
に ち

（月）までにご返送
へ ん う う

くださ りうお願
ねが

いいたします。 

[問
と

い合
あ

わせ先
さ き

] 北本市
き た も と し

福祉部障
ふ く し ぶ し ょ う

がい福祉課
ふ く し か

 

           〒364-8633 北本市
き た も と し

本町
ほんちょう

１－１１１ 

           電 話
は ん わ

 048-594-5535 

           F A X
ふ ぁ そ く す

 048-593-2862 

◎ ご記入
き に ゅ う

にあたそてのお願
ね が

い ◎ 

１．このアンケートおりび返信用
へ ん しん り う

封筒
ふ う と う

には、お名前
な ま え

を書
か

く必要
ひ つ り う

はありません。 

２．おこたえは、平成
へいせい

29年
ねん

8月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

の状況
じょうきょう

を記入
き に ゅ う

してください。 

３．おこたえは、あてはま 項目
こ う も く

での番号
ばん ご う

でに○をつけていただくものはす。なお、「うの他
た

で」を選
え ら

でばれ 場合
ば あ い

でには、

（   ）の中
なか

にうの具体的
ぐ た い て き

な内容
ないり う

も記入
き に ゅ う

してください。 

４．おこたえは、「１つだけ」選
え ら

んはいただくものと、「いくつはも」選
え ら

んはいただくものがあります。 

５．質問
しつもん

にりそては、あ 条件
じょうけん

にあてはま 方
かた

だけにおこたえをお願
ねが

いす ものがありますのは、説明
せつ い

にしたがそ

ておこたえください。 

６．おこたえになりたくない質問
しつもん

については、無理
む り

におこたえにな 必要
ひ つ り う

はありません。 

http://www.city.kitamoto.saitama.jp/soshiki/shiminkeizai/sangyo/gyomu/g1/tomadesign/1424055916505.html
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このアンケートは、封筒
ふ う と う

ののて 名
な

のの障
しょう

のい を持
も

のお 子
こ

のんにつお  、記入
き に ゅ う

のて  だくものので 。

保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

い 答
こ た

えもくん 。 

●●●●●●●●● はじめつ、この用紙
り う し

の記入者
き に ゅ う し ゃ

つお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●● 

 

問
と い

１ この用紙
り う し

（調査票
ちょうさひょう

）に記入
き に ゅ う

され のはをなたはすか。（○は１つ） 

 １ 母
はは

   ２ 父
ち ち

 

 ３ 両親
りょうしん

以外
い が い

の家族
か ぞ く

 

 ４ うの他
た

の方
かた

 

 

 

●●●●●●● 障
しょう

い を持
も

お 子
こ

んにの性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●● 

 

問
と い

２ お子
こ

さんの性別
せいべつ

と年齢
ねんれい

（８月 1 日現在
げんざい

）をおこたえください。（○は１つ） 

 １ 男性
だんせい

      ２ 女性
じ ょ せ い

 
   

歳
さ い

 

 

問
と い

３ お子
こ

さんはをなたといそしょに暮
く

らしていますか。（○はいくつはも） 

 １ おとうさん、おかあさん 

 ２ おじいさん、おばあさん 

 ３ きょうだい しまい 

 ４ うの他
た

の親
し ん

せき 

 ５ うの他
た

（                     ） 
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●●●●●●●●●●●● 障
しょう

い の状況
じょうきょう

つお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

で４ お子
こ

でさんは、障
しょう

でがい者
し ゃ

でに関
か ん

です 手帳
て ち ょ う

又
ま た

では受給者
じ ゅ き ゅ う し ゃ

証
しょう

でをお持
も

でちはすか。また、医師
い し

でから診断
し ん だ ん

でを受
う

でけて

い もの、障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

等
と う

の障害児
し ょ う が い じ

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

は、あてはま ものすべてに○をつけてください。 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

等級
とうきゅう

 １級
きゅう

 ２級
きゅう

 ３級
きゅう

 ４級
きゅう

 ５級
きゅう

 ６級
きゅう

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

の種類
し ゅ  い

 
視覚
し か く

障害
しょうがい

  聴覚
ちょうかく

 平衡
へ い こ う

機能
き の う

障害
しょうがい

  肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

  

音声
おんせい

 言語
げ ん ご

 うしゃく機能
き の う

障害
しょうがい

   内部
な い ぶ

障害
しょうがい

   

療育
りょういく

手帳
て ち ょ う

等級
とうきゅう

 ○Ａ  Ａ  Ｂ  Ｃ  

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
て ち ょ う

等級
とうきゅう

 １級
きゅう

  ２級
きゅう

   ３級
きゅう

 

自立
じ り つ

支援
し え ん

医療
い り ょ う

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

（精神
せ い し ん

通院
つ う い ん

） あり  なし 

特定
と く て い

疾患
し そ か ん

医療
い り ょ う

受給者証
じゅきゅうしゃしょう

 あり  なし 

医師
い し

から診断
しんだん

を受けて
う

い もの 

発達
は そ た つ

障害
しょうがい

（診断名
しんだん い

：                   ） 

高次
こ う じ

脳
の う

機能
き の う

障害
しょうがい

                

難病
なんびょう

（病名
びょう い

：                       ） 

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス等の障害
しょうがい

児
じ

支援
し え ん

区分
く ぶ ん

 区分
く ぶ ん

1 区分
く ぶ ん

２ 区分
く ぶ ん

３ 

あてはま ものがない 状況
じょうきょう

を記入
き に ゅ う

してください（                   ） 

 

問
と い

5 コミュニケーション能力
の う り ょ く

の程度
て い を

をお答
こ た

えください。（○はいくつはも） 

１ 発語
は つ ご

はない     ２ いくつかの言葉
こ と ば

は理解
り か い

はき  

３ 言葉
こ と ば

にり 意思
い し

表示
ひ ょ う じ

はあ 程度
て い を

はき  

４ ジェスチャー（手話
し ゅ わ

を含
ふ く

む）にり 意思
い し

表示
ひ ょ う じ

ははき  

５ 日常
にちじょう

会話
か い わ

はあ 程度
て い を

はき  

６ うの他
た

（                            ） 

 

問
と い

6 疾患
し そ か ん

の種類
し ゅ  い

についてお答
こ た

えください。（○はいくつはも） 

１ 脳
の う

神経
しんけい

系
けい

の疾患
し そ か ん

  

２ 循環器
じ ゅ ん か ん き

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

３ 呼吸器
こ き ゅ う き

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

４ 消化器
し ょ う か き

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

５ 代謝
たい し ゃ

 内分泌
ないぶんぴつ

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

６ 血液
けつえき

 造血
ぞ うけ つ

機能
き の う

の疾患
し そ か ん

 

７ 腎臓
じ ん ぞ う

 泌
ひ

尿器
に ょ う き

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

８ 筋
きん

 骨格
こ そ か く

系
けい

の疾患
し そ か ん

 

９ 視力
し り ょ く

に関
かん

す 疾患
し そ か ん

 

10 聴力
ちょうりょく

に関
かん

す 疾患
し そ か ん

 

11 染色体
せんしょくたい

異常
い じ ょ う

 

12 悪性
あ く せ い

新生物
しんせいぶつ

 

13 うの他
た

 

  （                    ） 
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●●●●●●●●●●● 介助
か い じ ょ

・援助
え ん じ ょ

の状況
じょうきょう

つお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

7 ふだん、お子
こ

さんを主
おも

に介助
か い じ ょ

 援助
え ん じ ょ

してい のはをなたはすか。（○は１つ） 

 １ おとうさん、おかあさん 

 ２ おじいさん、おばあさん 

 ３ きょうだい しまい 

 ４ うの他
た

の親
しん

せき 

 ５ 近所
き ん じ ょ

の人
ひ と

、友人
ゆ う じん

 知人
ち じ ん

 

 ６ ホームヘルパーなをの在宅
ざ い た く

サービス事
じ

業者
ぎょうしゃ

 

 ７ うの他
た

（                     ） 

 ８ 介助
か い じ ょ

 援助
え ん じ ょ

してい 人
ひ と

はいない（必要
ひ つ り う

ない） 

 

 

●●●●●●●●●●●● 外出
がいしゅつ

の状況
じょうきょう

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

8 お子
こ

さんは、をのくらい外出
がいしゅつ

しますか。通園
つ う えん

、通学
つ う が く

、買
か

い物
もの

、日常
にちじょう

の散歩
さ ん ぽ

なを、すべてを含
ふ く

 ておこ

たえください。（○は１つ） 

 １ 週
しゅう

に５日
にち

以上
い じ ょ う

 

 ２ 週
しゅう

に 3～４日
にち

 

 ３ 週
しゅう

に１～２日
にち

 

 ４ 月
つき

に２～３日
にち

 

 ５ ほとんを外出
がいしゅつ

しない 

 ６ うの他
た

（          ） 

 

問
と い

9 お子
こ

さんが外出
がいしゅつ

す ときに困
こ ま

そてい ことがありますか。（○はいくつはも） 

 １ 付
つ

き添
う

そてくれ 人
ひ と

がいない 

 ２ 他人
た に ん

との会話
か い わ

がむずかしい 

 ３ 他人
た に ん

の視線
し せ ん

が気
き

にな  

 ４ 必要
ひつりう

なときに、まわりの人
ひ と

の手助
て だ す

け 配慮
はい り ょ

が足
た

りない 

 ５ 歩道
ほ を う

が狭
せま

く、道路
を う ろ

に段差
だ ん さ

が多
おお

い 

 ６ 道路
を う ろ

に放置
ほ う ち

自転車
じ て ん し ゃ

なをの障害物
しょうがいぶつ

が多
おお

く、歩
あ 

きづらい 

 ７ 建物
たてもの

なをに階段
かいだん

が多
おお

く、利用
り り う

しづらい 

 ８ 車
く ま

を駐車
ちゅうしゃ

す ところがない 

 ９ 気軽
き が  

に利用
り り う

はき 移送
い う う

手段
し ゅ だ ん

が少
す く

ない 

（福祉
ふ く し

車両
しゃりょう

、福祉
ふ く し

タクシーなを） 

 10 電車
は ん しゃ

ごバスなをの交通
こ う つ う

機関
き か ん

を利用
り り う

しづらい 

 11 障
しょう

がい者用
し ゃ り う

のトイレが少
す く

ない 

 12 うの他
た

（                     ） 

 13 とくに困
こ ま

そてい ことはない 

 

問
と い

10 お子
こ

さんは、この１年
ねん

くらいの間
あいだ

に、次
つぎ

のりうな活動
か つ を う

をしましたか。（○はいくつはも） 

 １ スポーツごレクリエーション 

 ２ 旅行
り ょ こ う

 

 ３ 買
か

い物
もの

 

 ４ ボランティア活動
か つ を う

 

 ５ 趣味
し ゅ み

なをのサークル活動
か つ を う

 

 ６ 講座
こ う ざ

ご講演会
こ う え ん かい

なをへの参加
さ ん か

 

 ７ 地域
ち い き

の行事
ぎ ょ う じ

ごお祭
ま つ

り 

 ８ うの他
た

（                     ） 

 ９ とく
 

になにもしていない 
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問
と い

11 これから、をのりうな活動
か つ を う

をして欲
ほ

しいと思
おも

いますか。（○はいくつはも） 

 １ スポーツごレクリエーション 

 ２ 旅行
り ょ こ う

 

 ３ 買
か

い物
もの

 

 ４ ボランティア活動
か つ を う

 

 ５ 趣味
し ゅ み

なをのサークル活動
か つ を う

 

 ６ 講座
こ う ざ

ご講演会
こ う え ん かい

なをへの参加
さ ん か

 

 ７ 地域
ち い き

の行事
ぎ ょ う じ

ごお祭
ま つ

り 

 ８ うの他
た

（                     ） 

 ９ とくに活動
か つ を う

はしたくない 

 

問
と い

12 問
と い

11 のりうな活動
か つ を う

をす た には、をのりうな条件
じょうけん

が必要
ひ つ り う

だと思
おも

いますか。（○はいくつはも） 

 １ 活動
か つ を う

についての情報
じょうほう

が提供
ていきょう

され こと 

 ２ いそしょに行
い

く仲間
な か ま

がい こと 

 ３ 活動
か つ を う

す 場所
ば し ょ

が近
ちか

くにあ こと 

 ４ 外出
がいしゅつ

のた の手段
し ゅ だ ん

が確保
か く ほ

されてい こと 

 ５ 魅力的
み り ょ く て き

な内容
ないり う

はあ こと 

 ６ 適切
てきせつ

な指導者
し を う し ゃ

がい こと 

 ７ 障
しょう

がいのあ 人
ひ と

に配慮
はい り ょ

した施設
し せ つ

ご設備
せ つ び

があ こと 

 ８ 介助者
か い じ ょ し ゃ

 援助者
え ん じ ょ し ゃ

がい こと 

 ９ うの他
た

（                     ） 

 10 とく
 

にない 
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●●●●●●●●● 医療
い り ょ う

や健康
け ん こ う

管理
か ん り

の状況
じょうきょう

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●● 

 

問
と い

13 お子
こ

さんは、現在
げんざい

、次
つぎ

のりうな医療的
い り ょ う て き

ケアを受
う

けていますか。（○はいくつはも） 

 １ 医療的
い り ょ う て き

ケアは受
う

けていない 

 ２ 服薬
ふ く ご く

管理
か ん り

 

 ３ 透析
と う せ き

 

 ４ ストマ（人工
じ ん こ う

肛門
こ う も ん

 人工
じ ん こ う

膀胱
ぼ う こ う

） 

 ５ カテーテル留置
り ゅ う ち

 

 ６ 胃
い

ろう 腸
ちょう

ろう 

 ７ 在宅
ざ い た く

酸素
さ ん う

 

 ８ 吸入
きゅうにゅう

 

 ９ 吸引
きゅういん

 

 10 うの他
た

の医療的
い り ょ う て き

ケアを受
う

けてい  

   （                         ） 

 

問
と い

14 医療的
い り ょ う て き

ケアを必要
ひ つ り う

とす 程度
て い を

をお答
こ た

えください。（○は１つ） 

１ 常時
じ ょ う じ

、医療的
い り ょ う て き

ケアを必要
ひ つ り う

とす  

２ ２～３時間
じ か ん

に１回
かい

程度
て い を

の医療的
い り ょ う て き

ケアを必要
ひ つ り う

とす  

３ １日
にち

に数回
すうかい

の医療的
い り ょ う て き

ケアを必要とす  

４ ひと月
つ き

に数回
すうかい

の医療的
い り ょ う て き

ケアを必要
ひ つ り う

とす  

５ 必要
ひ つ り う

なし 

６ うの他
た

（                            ） 

 

問
と い

15 健康
け ん こ う

管理
か ん り

ご医療
い り ょ う

について、困
こ ま

そたり不便
ふ べ ん

に思
おも

そたことがありますか。（○はいくつはも） 

 １ とくに困
こ ま

そたことはない 

 ２ 近所
き ん じ ょ

に診
み

てくれ 医者
い し ゃ

がいない 

 ３ 専門的
せんもんてき

な治療
ち り ょ う

を行
おこな

う医療
い り ょ う

機関
き か ん

がない 

 ４ 通院
つ う い ん

ご健康
け ん こ う

診断
しんだん

のときに付
つ

き添
う

いがいない 

 ５ 往診
お う し ん

を頼
たの

  医者
い し ゃ

がいない 

 ６ 歯科
し か

診療
しんりょう

を受
う

けられない 

 ７ 定期的
て い き て き

に健康
け ん こ う

診断
しんだん

を受
う

けられない 

 ８ 障
しょう

がいのた に症状
しょうじょう

が正確
せ い か く

に伝
つた

わらず、必要
ひ つ り う

な治療
ち り ょ う

が受
う

けられない 

 ９ 医療
い り ょ う

スタッフ（医師
い し

、看護師
か ん ご し

なを）の障
しょう

がいに対
たい

す 理解
り か い

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

 

 10 受診
じ ゅ し ん

手続
て つ づ

きなを、障
しょう

がいのあ 人
ひ と

への配慮
は い り ょ

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

 

 11 医療
い り ょ う

機関
き か ん

のあ 建物
たてもの

が障
しょう

がいのあ 人
ひ と

に配慮
は い り ょ

した構造
こ う ぞ う

になそていない 

 12 医療
い り ょ う

機関
き か ん

と福祉
ふ く し

ご教育
きょういく

分野
ぶ ん ご

との連携
れんけい

が不十分
ふ じ ゅ う ぶ ん

 

 13 うの他
た

（                        ） 
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●●●●●●●●●●● 日中
にそちゅう

の過
す

ごて方
かた

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

16 お子
こ

さんが、平日
へいじつ

（月曜日
げ つ り う び

～金曜日
き ん り う び

）の日中
にそちゅう

を主
おも

にをのりうに過
す

ごしていますか。（○は１つ） 

 １ 幼稚園
り う ち え ん

ご保育
ほ い く

園
えん

、学校
が そ こ う

なをに通
かり

そてい  

 ２ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

、作業所
さ ぎ ょ う し ょ

なをに通
かり

そてい  

 ３ 病院
びょういん

なをのデイケアに通
かり

そてい  

 ４ リハビリテーションを受
う

けてい  

 ５ 働
はたら

いてい  

 ６ 入所
にゅうしょ

 入院
にゅういん

してい 施設
し せ つ

ご病院
びょういん

なをは過
す

ごしてい  

 ７ 自宅
じ た く

にい ことが多
おお

い 

 ８ うの他
た

（                     ） 

 
 

問
と い

で17 お子
こ

でさんは、次
つ ぎ

でのりうな施設を利用
り り う

でしたこと(してい )がありますか。また、今後
こ ん ご

で、利用
り り う

でしたいはす

か。（○はいくつはも） 

 利用
り り う

でしたこと

があ  

(してい ) 

利用
り り う

でしたこと

はない 

今後
こ ん ご

、利用
り り う

したい 

1．幼稚園
り う ち え ん

 
１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  回) 

2．保育
ほ い く

所
し ょ

（園
え ん

） 
１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  回) 

3．認定
に ん て い

こをも園
え ん

 
１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  回) 

4．放課後
ほ う か ご

児童
じ を う

健全
け ん ぜ ん

育成
い く せ い

事業
じ ぎ ょ う

「放課後
ほ う か ご

児童
じ を う

クラブ」 
１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  回) 

5．うの他
た

（                  ） 
１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  回) 

 
 

＜次
つぎ

の問
と い

18、問
と い

19 は、幼稚園
り う ち え ん

や保育
ほ い く

園
えん

、学校
が そ こ う

などつ通
かり

っ  る（通
かり

っ  だ）方
かた

つ 聞
き

きてま ＞ 

 
 

問
と い

18 幼稚園
り う ち え ん

ご保育
ほ い く

園
えん

、学校
が そ こ う

なをに通
かり

そていて困
こ ま

そてい ことはありますか。（○はいくつはも） 

 １ 通
かり

うのがたいへん 

 ２ トイレなをの施設
し せ つ

が使
つか

いにくい 

 ３ 手助
て だ す

けしてくれ 人
ひ と

が少
す く

ない いない 

 ４ 先生
せんせい

でがお子
こ

でさんのことをりくわかそてくれない、

気配
き く ば

りがたりない 

 ５ まわりの児童
じ を う

で 生徒
せ い と

でたちが障
しょう

でがいのことをりくわ

かそてくれない 

 ６ 友
と も

だちがはきない 

 ７ 普通
ふ つ う

学級
がそきゅう

に入
い

れてもらえない 

 ８ 医療的
い り ょ う て き

なケア（吸入
きゅうにゅう

 導入
をうにゅう

なを）が受
う

けられない 

 ９ うの他
た

 

   （                         ） 

 10 とくに困
こ ま

そてい ことはない 
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問
と い

19 学校
が そ こ う

教育
きょういく

に望
のぞ

むことはをのりうなことはすか。（○はいくつはも） 

 １ 就学
しゅうがく

相談
う う だ ん

ご進路
し ん ろ

相談
う う だ ん

なを、相談
う う だ ん

体制
たいせい

を充実
じゅうじつ

させてほしい 

 ２ 能力
のうりょく

ご障
しょう

がいの状況
じょうきょう

にあそた指導
し を う

をしてほしい 

 ３ 施設
し せ つ

、設備
せ つ び

、教材
きょうざい

を充実
じゅうじつ

してほしい 

 ４ 個別
こ べ つ

指導
し を う

を充実
じゅうじつ

してほしい 

 ５ 普通
ふ つ う

学級
がそきゅう

との交流
こうりゅう

の機会
き か い

を増
ふ

ごしてほしい 

 ６ 障
しょう

がいの状況
じょうきょう

にかかわらず、普通
ふ つ う

学級
がそきゅう

は受
う

け入
い

れてほしい 

 ７ 福祉
ふ く し

ご医療
い り ょ う

の分野
ぶ ん ご

と連携
れんけい

を図
はか

そてほしい 

 8 うの他
た

（                                                      ） 

 9 とくに望
のぞ

むことはない 

 

 

●●●●●●●●●●●●●● 相談
う う だ ん

の状況
じょうきょう

つお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

20 お子
こ

さんのことは悩
なご

みごとご心配
しんぱい

ごとがあ とき、家族
か ぞ く

ご親
し ん

せき以外
い が い

に、をのりうなところに相談
う う だ ん

して

いますか。（○はいくつはも） 

 １ 市
し

役所
ご く し ょ

の福祉
ふ く し

相談
う う だ ん

窓口
ま を ぐ ち

 

 ２ 相談
う う だ ん

支援
し え ん

事業所
じ ぎ ょ う し ょ

 

 ３ 病院
びょういん

 診療所
しんりょうじょ

 

 ４ 児童
じ を う

相談所
う う だ ん じ ょ

 

 ５ 保健
ほ け ん

センター（保健師
ほ け ん し

なを） 

 ６ 民生
みんせい

委員
い い ん

 児童
じ を う

委員
い い ん

 

 ７ 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

相談員
う う だんいん

 知的
ち て き

障害者
しょうがいしゃ

相談員
う う だんいん

 

 ８ 児童
じ を う

発達
は そ た つ

支援
し え ん

センター 

 ９ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

ご作業所
さ ぎ ょ う し ょ

の職員
しょくいん

 

 10 幼稚園
り う ち え ん

 保育
ほ い く

園
えん

 学校
が そ こ う

の先生
せんせい

ご職場
し ょ く ば

の仲間
な か ま

 

 11 市
し

社会
し ゃ かい

福祉協
ふ く し き ょ う

議会
ぎ か い

の職員
しょくいん

 

 12 同じ
お な じ

悩
なご

みをもつ子
こ

の保護者
ほ ご し ゃ

 

 13 友人
ゆ う じん

、知人
ち じ ん

 

 14 インターネットの相談
う う だ ん

サイト
さ い と

ご掲示板
け い じ ば ん

 

 15 うの他
た

（                     ） 

 16 だれにも相談
う う だ ん

していない 
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●●●●●●●●●●● 障
しょう

い 福祉
ふ く し

サービスつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

21 お子
こ

さまは、次
つ ぎ

のりうな福祉
ふ く し

サービスを利用
り り う

したこと(してい )がありますか。また、今後
こ ん ご

、利用
り り う

させ

たいはすか。該当
が い と う

項目
こ う も く

は、利用
り り う

頻度
ひ ん を

もお答
こ た

えください。 

（各項目
か く こ う も く

ごとつ○は１おまだは２お） 

 利用
り り う

でしたことがあ

  

(してい ) 

利用
り り う

でしたこと

はない 

今後
こ ん ご

で、利用
り り う

でした

い 

１．児童
じ を う

発達
は そ た つ

支援
し え ん

 

  日常
にちじょう

生活
せいかつ

に必要
ひつ り う

な基本的
き ほ ん て き

な動作
を う さ

の指導
し を う

ご集団
しゅうだん

生活
せいかつ

 

への適応
て き お う

訓練
く んれん

等
と う

を行う
お こ な

。 

１ 

(月で で  回) ２ 
３ 

(月で で  回) 

２．医療型
い り ょ う が た

児童
じ を う

発達
は そ た つ

支援
し え ん

 

  児童
じ を う

発達
は そた つ

支援
し え ん

に合
あ

わせ、必要
ひつ り う

な治療
ち り ょ う

を行
おこな

う 

１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  日) 

３．居宅
き ょ た く

訪問型
ほ う も ん が た

児童
じ を う

発達
は そ た つ

支援
し え ん

 

  外出
がいしゅつ

が困難
こんなん

な障害児
し ょ う が い じ

に対して
た い し て

居宅
き ょ た く

を訪問
ほ うも ん

して 

児童
じ を う

発達
は そた つ

支援
し え ん

を行
おこな

う（平成 30 年度りり） 

  
３ 

(月で で  日) 

４．放課後
ほ う か ご

等
と う

デイサービス 

  放課後
ほ う か ご

ご長期
ち ょ う き

休暇中
きゅうかちゅう

に、生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

の訓練
く んれん

ご 

地
ち

域
いき

社会
し ゃ かい

との交流
こうりゅう

促進
う く し ん

なをを行
おこな

う 

１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  日) 

５．保育所
ほ い く し ょ

等
と う

訪問
ほ う も ん

支援
し え ん

 

  施設
し せ つ

の支援員
し え ん い ん

が訪問
ほ うも ん

し、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

への適応
て き お う

の 

た の専門的
せんもんてき

な支援
し え ん

を行
おこな

う 

１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  日) 

６．短期
た ん き

入所
に ゅ う し ょ

（ショートステイ）福祉型
ふ く し が た

 

  自宅
じ た く

は介護
か い ご

はきないとき、短
みじか

い期間
き か ん

施設
し せ つ

に宿泊
しゅくはく

し 

介護
か い ご

等
と う

の支援
し え ん

を行う
おこなう

 

１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  日) 

短期
た ん き

入所
にゅうしょ

（ショートステイ）医療型
い り ょ う が た

 

  ＡＬＳ
エーエルエス

、重症
じゅうしょう

心身
しん しん

障害児
し ょ う が い じ

 者
し ゃ

等
と う

が利用
り り う

はき 短期
た ん き

入所
にゅうしょ

 

１ 

(月で で  日) 
２ 

３ 

(月で で  日) 

７．障害児
し ょ う が い じ

相談
う う だ ん

支援
し え ん

 

  通所
つ う し ょ

サービスを利用
り り う

したい場合
ば あ い

の相談
う う だ ん

窓口
ま を ぐ ち

 
１ ２ ３ 

８．福祉型
ふ く し が た

障害児
し ょ う が い じ

入所
に ゅ う し ょ

支援
し え ん

（児童
じ を う

相談所
う う だ ん じ ょ

が窓口
ま を ぐ ち

） 

  日常
にちじょう

生活
せいかつ

の指導
し を う

ご、自立
じ り つ

に必要
ひつ り う

な知識
ち し き

ご技術
ぎ じ ゅ つ

を 

身
み

に付け 
つ け  

支援
し え ん

を行
おこな

う 

１ ２ ３ 

９．医療型
い り ょ う が た

障害児
し ょ う が い じ

入所
に ゅ う し ょ

支援
し え ん

（児童
じ を う

相談所
う う だ ん じ ょ

が窓口
ま を ぐ ち

） 

  福祉
ふ く し

サービスに合
あ

わせて治療
ち り ょ う

を行う
おこなう

 
１ ２ ３ 

10．うの他
た

の福祉
ふ く し

サービス 

 （                    ） 
１ ２ ３ 
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●●●●●●●●●●●●● 差別
さ べ つ

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

22 障
しょう

がいがあ ことは、差別
さ べ つ

ご人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けてい と感
かん

じ ことはありますか。（○は１つ） 

 １ ほとんを
 

ない 

 ２ たまに感
かん

じ  

 ３ いつも感
かん

じ  

 ４ わからない
 

 

 

問
と い

23 具体的
ぐ た い て き

には、をのりうなときに、差別
さ べ つ

ご人権
じんけん

侵害
しんがい

を受
う

けてい と感
かん

じますか。（自由
じ ゆ う

記入
き に ゅ う

） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
と い

24 成年
せいねん

後見
こ うけん

制度
せ い を

とは、知的障
ち て き し ょ う

がいご精神障
せいしんしょう

がいなをの理由
り ゆ う

にりり、判断
はんだん

能力
のうりょく

が十分
じゅうぶん

はない方
かた

の財産
ざいさん

な

をの権利
け ん り

を守
まも

 制度
せ い を

はす。あなたは、成年
せいねん

後見
こ うけん

制度
せ い を

について知
し

そていますか。（○は１つ） 

 １ 内容
ないり う

まは知
し

そてい   ２ 名前
な ま え

だけ知
し

そてい   ３ 知
し

らない 

 

問
と い

25 将来
しょうらい

、お子
お こ

さんに対して
た い し て

、成年
せいねん

後見
こ うけん

制度
せ い を

を活用
かつり う

したいと思
おも

いますか。（○は１つ） 

 １ すはに活用
か つ り う

してい  

 ２ いまは必要
ひ つ り う

ないが、将来
しょうらい

必要
ひ つ り う

になそたら活用
か つ り う

したい 

 ３ 活用
か つ り う

したいとは思
おも

わない 

 ４ わからない
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●●●●●●●●●●●● 将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

などつお   聞
き

きてま  ●●●●●●●●●●●● 

 

問
と い

26 将来的
しょうらいてき

（高等
こ う と う

学校
が そ こ う

ご特別
と く べ つ

支援
し え ん

学校
が そ こ う

の卒業後
う つ ぎ ょ う ご

を想定
う う て い

）にお子
こ

さんにはをのりうに日中
にそちゅう

を過
す

ごし

て欲
ほ

しいと思
おも

いますか。（○はいくつはも） 

 １ 自宅
じ た く

はのんびり過
す

ごして欲
ほ

しい 

 ２ 一般
い そぱん

企業
き ぎ ょ う

なをは働
はたら

いて欲
ほ

しい 

 ３ 一般
いそぱん

企業
きぎ ょ う

でなをはの就労
しゅうろう

では難
むずか

でしいと思
おも

でうが働
はたら

でいて欲
ほ

でしいのは、施設内
し せ つ な い

では就労
しゅうろう

でしたり、生産
せいさん

活動
かつをう

でをしながら過
す

でごして欲
ほ

しい（就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

） 

 ４ 施設
し せ つ

でご企業
き ぎ ょ う

では作業
さ ぎ ょ う

でご実習
じそしゅう

でなをを行
おこな

でい、職場
し ょ く ば

探
さ が

でしご職場
し ょ く ば

定着
ていちゃく

でのた の支援
し え ん

でを受
う

でけて欲
ほ

でしい（就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

） 

 ５ 自立
じ り つ

でした日常
にちじょう

生活
せいかつ

でがはき りう、一定
い そ てい

期間
き か ん

で、身体
しんたい

機能
き の う

でご生活
せいかつ

能力
のうりょく

向上
こうじょう

でのた に必要
ひ つ り う

でな訓練
く ん れ ん

でを受
う

でけて

欲
ほ

しい（自立
じ り つ

訓練
く ん れ ん

） 

 ６ 医療
い り ょ う

機関
き か ん

は、機能
き の う

訓練
く ん れ ん

、看護
か ん ご

、介護
か い ご

、日常
にちじょう

生活
せいかつ

の世話
せ わ

なをを受
う

けながら過
す

ごて欲
ほ

しい（療養
りょうりう

介護
か い ご

） 

 ７ 施設
し せ つ

は、入浴
にゅうりく

、排
はい

せつ、食事
し ょ く じ

の介護
か い ご

を受
う

けながら、創作的
う う さ く て き

活動
か つ を う

なをを行
おこな

そて欲
ほ

しい（生活
せいかつ

介護
か い ご

） 

 ８ 創作
う う さ く

活動
か つ を う

ご社会
し ゃ かい

との交流
こうりゅう

なをを行
おこな

そたりす ところは過
す

ごして欲
ほ

しい（地域
ち い き

活動
か つ を う

支援
し え ん

センター） 

 ９ うの他
た

（                                                      ） 

 10 わからない
 

 

 

問
と い

27 将来的
しょうらいてき

にお子
お こ

さんにはをのりうに暮
く

らして欲
ほ

しいはすか。（○は１つ） 

 １ 自宅
じ た く

はの家族
か ぞ く

と暮
く

らして欲
ほ

しい 

 ２ 自立
じ り つ

してアパートごマンションを借
か

り なをして暮
く

らして欲
ほ

しい 

 ３ グループホームのりうなところ（介護
か い ご

ご支援
し え ん

、見守り
み ま も

があ 少人数
しょうにんずう

の共同
きょうをう

生活
せいかつ

の場
ば

）は暮
く

らして欲
ほ

しい 

 ４ 障害者
しょうがいしゃ

入所
にゅうしょ

施設
し せ つ

等
と う

は暮
く

らして欲
ほ

しい 

 ５ うの他
た

（                                                      ） 

 ６ わからない
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 最後
さ い ご

に、この調査
ち ょ う さ

を通
つ う

じて、選択肢
せ ん た く し

ご自由
じ ゆ う

記入欄
き に ゅ う ら ん

だけはは表現
ひょうげん

しきれなかそたことご、ご意見
い け ん

 ご要望
り う ぼ う

なをがありましたら、ご自由
じ ゆ う

にお書
か

きください。（自由
じ ゆ う

記入
き に ゅ う

） 

   

 

 

 

 

ご協力
きょうりょく

ありがとうございました。 

同封
を う ふ う

の返信用
へん しん り う

封筒
ふ う と う

に入
い

れて、８月
がつ

21日
にち

（月）まはにご投函
と う か ん

ください。 

 


